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昭和 28 年 （工953 ＞3・4 月 日本動物學會　第 23i 司大會講演要旨

日 本 動 物 駆 會 第 23 回 大 會 記 事

　日本動物學會第 23 回全國大會ほ 昭和 27 年 1  月 3 日 31り 3 日蘭東北 大學講堂及び同學第 2 數蟇部を會

場 とし て行 われ た 。 東北大學單長高橋里 美， 理 學部長渡邊萬…郷 ， 第 2 教養部主事編本喜繁 ， 宮賊縣知事 佐

妹 霧 治 ， 懶 蔽 岡蠑 面 畿 噴 旦力を え て 雌 撥 顛 耕 嬋 幽 部生物辱轆 翻 舷 謎 理

學部生物鰍 室 の 職 員學生 ・ 第   第 二 鍬 育 の 黴 養部 の 職員を準備asaと し 犖 ！糧 興・ ｛峰輝 大

學學生 な どを愀 て 合計 1・・餘名P・iS大 會の 世話 にあた つ た ・ 糟 獣 蹴 者 387 名講灣者 24s “K
’
mpasつ

た 。

『

本大會では 講演を 4 會場にわけ ， 第1會場澎態學 ， 細胞學 ， 遺傳學 ， 第 2 會場發生學 ， 實麟 羈 第

3會場分類學 ，生 態學 ，動物地理學 ，第 4 會場 生理學 ，生學化 ， 動物心 理 學な どめ分科會に 近 い lva を と つ た 。

講演の 分科 の 區分 に つ い て 準備委 員の 不關れの ため に講演各位に御迷惑 の 點 も多 くあつ た嶺 と存 じこ こ 1こ お

わび を 申上げ る 。 次 に 大會 の 弐第に し た声つ て そ の 模糠 を報告す る 。

　 沁 月 2 日 。 午前 10 時よ り 日本學術 會議動物學研究蓮絡委員會 が第 2 教養 部應接室に於て開か れ 宮地委

員長ほか内田 ， 野村 ・ 元村 ； 岡由要 ・ 勝脇 ・ 佐藤 ，
一由本 ， 中村 ， 本庄 ， 阿部 ， 川村 ， 江崎 ． 挙岩 ， 上野 ， ．，

高

飴 委黜 席 ，
タ イ プ ス ベ シ メ ン の 保存 ・ 博物舘 ・ 鮪 實關 の 麟 漣 繧 賄 の 費用 ・ 科麟 糴 の 構

想 ， 動物學集報印醐 の こ と な ど に つ い て報告及び國際動物命名法 委員會 ， 萬國動物學曾 ， ナ ポ 遡 ）稗確ホル

モ ン 討論會な どへ の 代表澱 豈に つ い て 協議し た 。 午後 1 時 よ り 日本動物學會 定囎 麟 會が 同所に 於て 開か

れ ，曾頭岡周要及び 内田 ，野対 ， 元村 、 竹脇 ， 藤井 ， 佐藤 ， 山本 ， 宮地 ， 中村、本庄1 珂部 ， 川村 ， 江崎，

甼 岩各許議 員 ， 妹尾名譽會 員及び木下幹事出鵬 吹回大會を近 競支部主催 と決定 ， 開催地を京都と大陳の 何

れにす るか は 同麦部に一任 した 。 な ほ 明後年昭和 29 年 の 日本動物學會第 75 遏年に際 し記念箪桑として 本

綱 物學の 歴史 の 綴 を 丙田emxa を 萎員長 と して 謡 する こ とを決定 した ・ そ の 畷 賞親轍 正 の 件 ・

購 動 物繍 出儲 黼 の 件 な どを臟 し t

’
學會本 年度會計 の 中間灘 を「kasして 散恥 撫・

　 10 月 3 日
一
（大會第 岶 ）。 午前 階 3D 分 よ り第 1・ 第 2

， 獅 お よ び第 4 貧鞠 剛 ；講演曾を騨 ・

午前 ユ1 時よ り全曾 員が 講堂 に集 つ て 総會を開 い た 。 野村委 員長 の 挨拶 ，．岡田會頭 の 會頭挨拶が あ つ て ， 藤

井軸 よ 購 融 ぴ 前日繝 練 た欄 員會 の 決定 に し tdi｛つ 欲 麻 餬 催地 の 件｝；
つ い て 糖 ・ 木轡

副 膾 講 跡 あ つ 囎 會雄 ア証 午曾場前 醐 聯 念撮影を御 験 の た 貅 憩に入 つ た ・ 搬 1

時再 び 4 會場に 分れ て 一般講演を行Dfee

　 懇親會。午後 6 時仙蘯 市 レ
ージ ヤ セ y タ

ーに 於 て 懇親會を開い た。 岡田會頭 は じめ 東北大 ． 宮城縣 ，仙臺

市 の 賛助 員を薫 えて 246 名が 出席 した 。 曾は 冨田委 員の 準備に よ る親機軸 の 園邂會式に テーブル ス ．ピ ーチ

を跏えて 進行 し ， 和や か な氣分 あふ れ る盛 會 で あ つ た 。 會 の 終 りに 朝 日新聞祗 の 好意に よ る中＃寺 の 記録映

豊 を鑑賞して 午後 8時散會 し た 。 　　　　　　　　　　　 ‘

　 ユ0 月 4 甘 （大會第 2 日）。 午 前8 時 30 分よ り4 會場に 分 れて 「 般講演 を行 い ・午援 5時無事大會を終了

　し た 。 塞大曾に 於 て 座 長をつ と め られ た方 k は 実 の 通 りである 。　　　　　　 ，

　　（第 1 會場 形態 ・細胞 ・遣傳）。 村地孝一
， 柳生亮三 ， 躪渡宏

一
・ 森脇大 苙郎 ， 川村智治郎 ， 妹尾 秀蜜 ，

拓植秀臣 ， 内橋潔 ， 加藤光螂 ・ 阿部余四男・島倉亨弐郎 ・ 吉松 廣延 ・ 多 羅尾 四 郎 ・筒木竣藏 ・ 大跡文衛。

　（第 2會 場 實驗 形態 ・發生）。 酬 宗
一
馬 川上泉 ・ 箕 浦忠愛，沼野井春堆 ， 鋳瀚潔，碓井釜雄， 原田五 十吉，

　久米又 三 ， 岡田克弘 ， 椙山正雄 ， 梅谷與七郎 ， 岡田要 ， 李岩馨邦 ， 中封治 ， 佐藤忠雄 ， 朝山鞆一ら 中村健兒 ，

　波麟忠堆 し 花岡謹一部。 （第 3曾 場 分類 三地理 ・ 生態 ）。 岸田 久吉 ゼ森爲三 ，江崎悌三， 川村多實ご
， 内海

　冨圭夫， 熊田頭四郎 ， 酒井恒 ，

．
小泉清明 ， 桑名壽一

， 尾形藤治 ， 丙田
一・

， 川島弘 ， 馬場菊太郎 ， 丙田亨ジ湯

．淺啓溜 ， 上野釜三 ， 宮地傳三郎 。 て第 4會場 ，生理 ・ 生 化 學 ・ 動物心理 ）。 冑木廉；細井輝彦 ， 本城市…螂 ，

ポ村雄吉 ，、澤野 英四臨 石 田壽老 ・ 藤井隆 ・ 高槻俊 一
・ 下泉重吉 ・ 桑原萬壽太郎 ・ 八木誠 政 ・ 川 口 四 郎 ・

　木下治雄 ． 小林新 二 郎 ， 小野嘉明 ， 松 井佳 一
  森麺堆 ， 山本時男 。
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　 なお同 日午後 4時 か ら東北大學理學部地質古生物鞦 室會鬻室で 動 物學研究 連絡委員曾 の 小委 員會 と し て

動物命名 毯小委 員曾 を醐 き ， 江崎委員長 ， 朱部 ・ 内田 〔亭）， 宮地 ， 上野 ， 高島各委員出庸 ， 委 員長か ら明年

（ユ953）あ國際動物命名洙委員會に關遖した諸事頚 に つ き報告 と轟明 と が あつ た 。 また 午後 6 時か ら東北大

lasl學部生物學教室講義室 で本賊市弐郎 の世講に 柔る研究者懇談 會が 行われ た ．

　 1q 月 5H
・ 午 前 9蹴 り 4會場に 分れ綜 合討論曾開催 ， 午後 3 時終了 した ． 繍 は衣 の 通 りで あ る 。

動物分類學曾主催綜合論 會… 唇 ・融 分勧 斈獸 と期 ， 臟 靜夫 ．

’
2：後期趾 の 系糠 樋 要性 ，

内田亨 。
3．直翅類に おけ る染 色盟の 身類學的意義 ， 大町 丈衞 。，　　　　　　　　　　　　　　　

’

　實驗形態學會主催 綜合討論會 侮 生 に お ｝ナ る極性 と側性）。 1．現象のesau題 ，

．
佐rere雄 。 2．渦虫 ，

　as1の

移殖 と蓮性 ， 岡田要 。

生騨 綜合論 曾 ・ 1・二 化蝕 の 生rem的研究 ど發生豫察 ・ 石 倉rsa・
・ 2・騰 の 騨 性の 解析 ， 桑 原萬

壽太臨 。 3．潮間帶腹足類 の 蓮動 に關す る研X
’
， 阿部嚢 。 4，生態系 と し て の 湖 沼 の 研究 ， 上 野釜三 。

黝 生 理鱗 合smae ・ （細胞 の 生理 ＞L 負素細胞 ・ 木下 灘 譲 卵細胞 ，山本糊 ． 3 繊 毛細胞 ， 野

村 七録 ・ 幌 虫 の 生珊 4混 虫 の 化性， ra田宗一
。
5，昆虫の 複眼の 機能 に つ い T ， 入 ＊誠政 。

膿 塒 地 幡 市鯖 季員會主 催 の も と 1： レ ージヤ ー セ ン ク ーに 於 て 逋禰 館 を行つ た 。 講演は 1．
カ キ及び そ の asra・　lt尾秀實・2・犬 と猛 丙田亭 ． 3・鼠 の 話 ， 岡田要 ． で あつ た ． 仙齢 の ＿飾 民鯵

數參 集して ，

’
有 釜な る内容を熱 bに聽 講した e

午後 鱒 よ 瞭 北 大學第 2 麟 繃 1灘 …ご・於て 映囎 を行い ， 映畫 剛 臥 牧野佐二 郎他 の 細胞分裂 の 生

體翻察 （16mm ），東大木下治雄 の メ ダカ の 黒色色 素細胞 に お け る膜電位 （16mm ）， 幻燈 は北大朝比奈英三

の ウ ニ の 卵 の 凍結 ・ 京大 中村健兒の 2 ナ ゴ の 精 母細胞 の 蹴 艘 の 供覺 が あ り ， 來鯖 約 3・O 名で あ つ た 。

　
1D 月 6 日 。 見學ほ松島方面は 申込 者少蠻 の ため坂や め ， 挙 泉方面 の 見學の み を行つ た 。 午前 8時 20 分

鷹 驛發 1塒 牛 etnv ・・コWillk館に て reft・ 徒歩に て 輔 痔 に ゆ き ， それ よ り・畝 に て 毛越寺 、 鰈 溪
を み て 午後 鱒 5° 分 “

騨 着繖 した ・ 附添 として 催 よ岼 皸 市 ・ 永野爲 武 凍 京 劫 森八麟 1蜘 ．
つ た 。 當 日天氣晴朗 ・ 1 人 の 故瞭者な く快適に 見學を終 了 した 。 參加者ほ 37 名で あつ た 。 ，

本大會 に艚 員鐘 の 御出卿 あ つ た オ・・ 鞴 委員｝C 色kode で 不 行屆 の 多か つ た毅 思われ る ． し か し

總 外噸 調に進行し・ 大會を鱒 終了しえた嘉 綱 囎 頭は じめ ， 9 位 の 御協加 賜 と存 じ航 ¢ 鞠 委
員洞 厚 く感 謝申上 trる ・ ま た醐 そ の 他 に萬端 の 御配 慮をい た だ い た第 2歡墨部主事藹本喜瓢 及び東北

大學 事務當局に 勢 し御磴 を申しの べ る 。 （元村勳 ）

　　　　　　　　　　　　　　彭 態 ・

綱 胞 ・ 遺 傳 （第 一 會 場 ）

　　　　　 邦産 BtOPhariSma　StndalanS 　Stein の 接合に つ い て 　鈴木庄一郎 ｛山形大 ；教育 ＞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l

多K の 小棲を有する Cili・t・ の ttaiこっ L
’
・て e≠　MUI・・w （

’13）の 古L・研 dethtある の みで B 、．nala 。、　 ｝：

つ い て も殆 ど知 られて い ない 。 B・　 Ptndulans 構長亞 鈴形 の 大核 に密接 して 甼 均 14t・15 個の 小痿を有す るが

接合を始め る と小核は 末棲か ら離れ第 2 回成熟分裂で そ の 染 色彊數が 孚減し て 4 咽と な b ， 第 3 画成熟分嚢
で pmnu 醐 岬 成さ 描 ・ ・synka 「y・n ・ttu き り つ く 3 回の 分難 6 個 t；＊核原9 と t・ O他 の 2 個’環

に 分裂 し て 大核原基 と小 蛍を生ず る 。 大 核原基 の 形廝 轗 る と接合對は分離す る 。 多數 の 大榎原基申 ， 通常
2 側 ま大形 ・ 飾ほ小形で 始め壷ま ．Feulgen陰性で ある t； ex ・oonjugant 丙に残存す る奮大 核が 崩壌す る と共
に 陽性に 變化ず る 。 これら大鬣原基ほ 一時縦に ユ列 に拝歹け る溶其の際小形原基は大 形原基融合す る結果，
2 緩 とな 硬 に 之 らが 突起 を抻ぽ して融 合して 長亜鈴形 とな る 。 大澎原基勲 1〜 6 個ρ變異縞 り 3 個以

上 の 場合i±一旦 珠數歌 に蓮絡する 。 何れに して も他 Q 多 くの Ciliataに於 け る如 く分裂に よ つ て 新核原勘 3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｛ 2 ）
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